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成 果 の 概 要 

 

                        京都大学総長 松本 紘 

 

【大学間学術交流協定校との交流事業】 

 

 本学では、海外２９カ国８３大学３大学群と大学間学術交流協定を、また、

３００余りの機関と部局間学術交流協定を締結し、学術交流の進展を計ってい

るところです。 

 その中で、ストラスブール大学（旧ルイ・パスツール大学）とは平成３年か

ら、研究者の相互交流を行っております。 

 

ストラスブール大学との交流については、日仏双方がますます研究交流に熱意

を寄せております。今年度は派遣２名、招へい２名の実績がありました。この

うち派遣については、ストラスブール大学からの経費負担となっています。 

同大学との関係は良好で、今後も活発な交流が行われるものと思われます。 

 

助成いただいている招へいについては、ウイルス研究所の教員が「RNA スイッチ

による真核細胞の遺伝子発現制御」をテーマに、また化学研究所の教員が「統

計的機械学習手法に基づく代謝パスウェイからの知識発見」をテーマに、それ

ぞれ 1 名の研究者を受入れました。それぞれ最新の研究成果発表や共同研究、

また白熱したディスカッション等を実施しました。 

これら一連の交流事業を通じて、レベルの高い学術的ならびに実りのある人的

交流を行なうことが出来ました。将来に向けても、これまで培ってきた人的ネ

ットワークをベースとして、さらなる交流の発展が期待されるところです。 

 

 

当事業を推進するにあたり、貴財団より多額の援助をいただきましたことに対

し、深く感謝しますとともに、篤くお礼申し上げます。 


